
 

都市計画道路見直し等に関するアンケートの調査結果を踏まえて、新たな都市計画道路網（素案）を以下のとおり設定しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新規  (町)富里南原山線 現道の機能強化検討路線 

○都市機能誘導区域の外郭を形成する幹線道路 

〇主要県道と横軸で連携 

〇市街地からテクノ街道を抜け諏訪南 IC へアクセスする重要路線 

〇商業、医療、金融、教育拠点等を結ぶ 

➡現道は歩道の設置状況(片側・両側)にバラつきがあるため、歩行者空

間の機能強化を検討する 

変更 【3・5・8 役場通り線】（現道（一）立沢富士見停車場線） 

 現道の機能強化検討路線 

〇市街地の主要幹線と縦軸で連携。 

○第２次緊急輸送道路に指定 

➡２車線道路を維持するため現在整備中 

〇駅の西側と東側をつなぎ、行政、医療、金融拠点等を結ぶ 

➡現道は歩道が未設置のため、歩行者空間の機能強化をはかる 

教育拠点 

教育拠点 

変更 【3・5・10 富士見駅富里線】（現道 （一）乙事富士見線） 

 複数ルート検討路線（機能強化・現道活用） 

○都市機能誘導区域・居住誘導区域の外郭を形成する幹線道路 

○国道 20 号線から駅へアクセスする重要路線 

○第２次緊急輸送道路に指定 

町内で最も整備要望が多い県道（通学路、交差点が連続する区間） 

➡防災面での安全性向上と、２車線道路の維持を検討 

〇駅の西側へのアクセス、金融拠点、商店街等を形成 

駅周辺、駅前商店街の発展を求める声が多い 

➡現道は歩道が未設置のため、歩行者空間の機能強化を検討 

〇商店が密集し、整備に多額の費用を要する 

➡複数ルートを検討し、商店街の商店主や沿線住民との合意形成を図る 

 

駅西側・駅東側 富士見駅周辺の整備 

○都市計画の中心拠点として、都市計画道路の整備に

併せ、「富士見駅周辺（駅前広場、ロータリー、駐車

場）の整備を検討する 

➡商店街の活性化に向けた賑わい創出のため、道路空

間だけでなく、駅前沿道の土地利用と一体となった

空間を整備し、利便性と機能性の向上を図る 

変更 【3・4・1 富士見峠線】（現道 国道 20 号線）  

道路ネットワークとして機能強化する路線 

➡ 新たな都市計画道路網の構築にあたり、道路ネット

ワークとしての連続性を確保するため、一部区間を

道路網に組み込む 

新規 （一）中新田富士見線 現道の機能強化検討路線（一部複数ルート検討） 

○都市機能誘導区域・居住誘導区域の外郭を形成する幹線道路 

〇国道 20 号線から市街地へアクセスする重要路線 

〇市街地の主要幹線と縦軸で連携し、教育拠点、都市公園等を結ぶ 

〇(都)中学校線の廃止における代替路として機能 

➡現道は片側歩道(一部、歩道未設置区間あり)のため、歩行者空間の機能強化

を検討する 

〇北通り線と連携し駅の西側の通過交通の迂回路線として安全性向上に寄与 

➡現道には高低差が大きいことから、国道への接続には複数ルートの検討も視

野に入れ、関係機関（JR、国道）と調整を図る 

 

：新規計画路線 

：複数ルート検討路線(存続・追加) 

：整備完了路線(存続・追加) 

：現在整備中の路線(存続) 

：都市施設 

：整備検討 

 

駅東側 

駅西側 

商業拠点 

医療拠点 

文化拠点 

行政ｻｰﾋﾞｽ拠点 

0

3・5・10 
富士見駅富里線 

3・4・2 
富士見駅停車場線 

3・5・8 
役場通り線 

3・4・4 
富士見駅南通り線 

 

3・4・6 
丸山公園線 

 

3・4・1 
富士見峠線 

3・4・5 
中学校線 

3・4・3 
富士見駅北通り線 

存続 【3・4・3 富士見駅北通り線】 整備済み路線 

〇主要県道と横軸で連携 

〇駅の東側へのアクセス、行政・文化・教育拠点等を結ぶ 

➡駅前の通過交通の迂回路線として安全性向上に寄与 

駅の東側のロータリー化など、周辺整備の重要路線 


